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肛
後

1士
肛

量
釈
べ
紺

S即
い
く 口
ば
壼

1世
≧ 盟EN」

ヾ
wsЮ

暉ぶ
く
E塁

黎
Sv゛

Q世
ン 臣ョ

ぃ
後
′

HIT悩
朴
郷

量
黎
SV層

継
1士

肛
Q恒

緊
翠
博
ば
壼
郭
器

Q輩
距

測
授
Q゛

嗅
ψ
SЮ

黙
ぐ

塁
典
SV壼

′
川
黙
NI奮

距
側
で

終
JV製

増
゛
黙

ミ
懸
N枢

業
卜

Ю
°

(獄
胴
出

製
経
辻
冊

凛
椰
藝
Щ

Q静
湘

)

終
べ
《

‐獄
肥

.拠
側

経
辻
報

輝
椰

藝
唖

Q静
湘

壼
´
藝

Щ
後
欄
Q

申
小

塁
叔
QЮ

螺
出

量
典
Sv´

羅
畑

´
薫
嘲

ば
壼
Htt Q韻

麺
量
意
椰

」
ミ

判
樹

塁
賀

窯
卜

Ю
°

1 
晋
蒸

|||+畑
ヽ

月
Qく

Щ
慈
騨

Q【
播

ll 
駄

拘
ヽ

米
バ
調

Q長
V翠

Q運
雑

||| 
二

ヽヽ
ミ
Q超

雛
    ,

目
 

恒
詢

|||+※

^JQべ
く
駅

目
 
目
+目

畑
ヽ
■
Q珊

凛
釈
p駆

煙
欄

|||+来
ヽ
JQ錮

出

“
 '=野

Qせ
器

塁
導
椰
Jミ

歯
距
轟

壼
′
や
Q権

鳳
野
肛

Q《

置≧
盟ヨ
豪蚕

里
■
OV詰

こ
嶽

」
′

UQ暉
くヽ
E塁

碑
SPI雹

≧
臣EK輝

撃

Q著
黒
脚
爛
Jミ

司
掏
壼
´
や
Q薯

照
後

|||+像
ヽ
JQ測

・
tJ

壼
1士

距
判

J′
|||+像

KttQ ttrt」
量
SS輩

VЮ
°

(lplttQ椰
曝

)

総
+《

 
慈
嶼
嘱
壼
´
や
Q出

曜
ヽ

Ю
ttЩ

塁
鞍

J″
奪

さ
続
熱

脚
く
賢
」

ミ
判

‐tJ壼
″

椰
HTl後

駅
碁
懸
plミ

増
゛

べ
き
vsЮ

軍ヽ
く
E却

壼
掏

′
奪

ま
編
熱
Ⅸ
駆
轟

(豪
祀
継
領
終

1終
SJ萎

情
終
+)

足
ぶ
印
椰

暉
却
朧
く
」
′
JttNき

IEE」
褒

も
感
鮭
終

゛
終

s°

(賀
傘

Q像
涎

)

終
キ

|《
 

ル
ITl量

駅
QI血

(゛
K回

樹
p脚

権
輯

野
距

司
J´

駅
懸
p艘

Q゛
黙

ミ
十

HTl壼
″

ψ
Q市

嶽
雲

距
立
典

螢
Ю
傘

蕪

Q枢
窯

熙
Ш

塁
″

や
Q ttQ+HTl量

´ IQ市
駄

野
肛
QttN

●Ｈ



ｃＮ　中８ヽ松　́経　ぐ　嶽　轟　虚　田製期

一的“り〇〇一

ヽ
Q為

番
熙

歴
壺
典
螢

呻
窯

蕪
O倒

傘
蒙

Ш
特
`p越

lp4傘
い

Ю
°

導
」

賦
癒
p叔

増
κr嗅

ミ
■

Wllヽ
ま

Q十
湘

塁
OSV:続

熱

Ⅸ
駆

C轟
邁
口
後
魯
V裏

Юヽ
く
E静

p棄
窯

O lp像
要

璽
蛉`p塁

枢
傘

卜
Ю

」
側

後
p和

縫
SN・

● J壼
 

窯
蕪

Q枢
葉

熙
田
測

量

典
Sy悩

葉
■

Ю
J側

後
prtJヾ

o

銀
 

駅
Q喜

報
量
典
SV駅

癒
O椰

洲
N駆

む
Ю
藝

量
鮮
眠

殉
嗅

F終
Jヽ

く Ⅱ
料

も
世
駅

壕酵
Q平

卜
労 W却

図区 電⊇
WSミ

運至
回旺

後
駅

Q・
E‐
錮

塁
典
SP´

駅
壕凛

01卜
月 π

熊
城区

誉
縫

S運
車
量
置ま
痛罫

」
ミ
嘲ぶ
く
E´

±魚
裡筆

メ
壼
型 ヒ
運筆

側
終

0ミ
ミ

くミ運筆
騨
S塁

恭ぎ
‖卜

」
終

く
9ミ

暉ヽ
く 臨

R3運
避

ば
壼
藝
熱

里
繊
(ト

ロ
器

熱
Q奪

尽
旦
駆

い
Ю
《
尽

(雪
晨
||+1(#|1駅

砒
轟

味
《
尽
翡

目
中

′
総

||《
S｀
黙
授

量
瀾

rtJ´
悪

堀
掏

|||+Ш
・ヽJ藝

熱
量
炒

礎
・
l‐
Ю
器

熱
却
ポ

饉

殉
婁

ミ
黙
く
E越

典
む

0椰
Hll量

´
や

Q tt Q螺
皿
轟
N瀾

響
判

_DVШ
椰

旦
ユ
も

い
Jヽれ

蛛
′二 Dミ

懸
JUキ

ヽ
Ю

ウ

∞
 1=車

郎
量
輻
授

卜
Ю
ttQ Q壼

桑
′
椰

湘
Q枢

傘
量
駆

」
ν

壼
′
書
Щ

O窯
ヰ

Q枢
奪

塁
恩

■
Ю
暇
=(盟

黒
||+や

よ
戯

麟
嗽
く
椰
郎
Щ
《

暇
鼠
終

||1中
)熙

|||《
晏

ご
眼

や
《

部
pQ

黙
投

網
織

眠
■

や
°          

″

盤
  

要

周
Q黙

薇
量
′
《

棒
Q菫

桑
゛
燿
に

J′

口
「ミ

ご
涸
眠

卜
Ю
°

|#目
曖

|

置０駅寸計〓轟習

グ
～

1-

イＦ■

中８ヽ状

哺鍼ゅ〇〇

轟　ぐ　鰈　麟　位．血理翻皿り曖輝き〓黒晋ヽ民

2  1

30  1

第
4条

第
1号

―
―
J

合
計

考
備■

２３４

第
2条

日「
 1/25g60/100 1

所
属

長
と
は

、
本

庁
に

あ
つ

て
は
課

長
、
癖

に
あ

つ
て

は
癖

長
を
い

う
。

直
接

監
督
者

と
は

、
本

庁
に

あ
つ

て
は
係

長
、
癖

に
あ
つ

て
は
癖

の
課

長
又
は
係
長

を
い

う
。

手
当
の
区
分

と
は

、
条
例

第
4条

各
号
の

区
分

を
い

う
。

所
属

長
は

、
必
要

に
応

じ
こ
の
様

式
に
所
要

の
事
項

を
加

え
又

は
縦

書
と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

県
税

事
務
従

事
職

員
特
殊

FJJ務
実
績
簿

歯
|( 級

 円「
1薔

1解
新

口
1備

/  
考

|  | "



ぺ劉　小８ヽ終　　轟　ぐ　嗽　轟　虚、回型爛　ｍＯ駅守辟扇黒響

ｎ戯①ＯＯ

様
式
第

2

( 
  

月
分

)

博
染
病

防
疫

作
業

従
事
職
特

殊
勤

務
実
績
簿

所
属

部
課

手
当

の
区

分
1徒 事 者

TI 備
11

2 
1

311

例
第

6条
第

1号
甲
11日

に
つ

き
48円

円

第
2号

日
|ク

36円
円
1合

計

第
3号

日
|ク

24円

備
考

1234

所
属

長
と
は

、
本

庁
に

あ
つ

て
は
課

長
、
癖

に
あ

つ
て

は
癖

長
を
い

う
。

直
接

監
督

者
と
は

、
本

庁
に

あ
つ

て
は
係

長
、
解

に
あ

つ
て

は
癖

の
課

長
又

は
係

長
を
い

う
。

手
当
の

区
分

と
は

、
条

例
第

6条
各

号
の

区
分

を
い

う
。

所
属
長

は
、
必
要

に
応

じ
こ
の
様

式
に
所
要

の
事
項

を
加

え
叉

は
縦

書
と
す

る
こ
と
が

で
き
る
。

の鍼ゅ〇〇

様
式

第
3

土
地

区
画
整
理

従
事
職

員
特

殊
勤

務
実
績
簿

所
属

部
課

号
1氏

円
)1名

目
1燿

1鵬
薄
口
1薯 接‖

|

当

ら
従
事
暑
印

|

備
、

|

１
‐

一２
‐‐

断

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

劉

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

ヨ
‐

Ｉ
‐

Ｉ
‐

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

側Ｉ
Ｉ

ヨ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

ロ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

副

ロ
ー

酬

Ｉ
ＩＬ

小８ヽ終　・轟　≪　嗽　轟　虚、Ш翌◇　　一ｏ駅寸せ扇黒盟　“針

|  |
―

一
一

―
―

―
―
                     |

条
例

第
8条

第
1号

考所
属

長
と
は
、
本

庁
に

あ
つ

て
は
課

長
、
癖

に
あ
つ

て
は
解

長
を
い

う
。

直
接

監
督

者
と
は

、
本

庁
に
あ
つ

て
は
係
長

、
癖

に
あ
つ

て
は
癖

の
課

長
又

は
係
長

を
い

う
。

手
当
の
区
分

と
は

、
条

例
第

8条
各

号
の

区
分

を
い

う
。

所
属

長
は

、
必
要

に
応

じ
こ
の
様

式
に
所
要

の
事
項

を
加

え
叉
は
縦

書
と
す

る
こ
と
が

で
き
る
。

|-1翌
∵

堂
登

二
竺

罵
器

=鋼
合

計

備１２３４



様
式
第

4

所
属

部
課

月
分

)

エ
ツ
タ
ス
線

業
務

従
事
職

員
特
殊

勤
務

実
績

簿

ヾ銀　小８ヽ終　騨　ぐ　嗽　群　虚、ｍ騨期

卜”④ＯＯ　　　．

ク
ス

線
取

扱
回

数
治

療
、
直
接

又
は

徒
事

者
印

燿

間
接
撮

職名

氏名

ｍｏ曖ヾ購認晨留

円一円

計
条

例
第

9条
第

2項
第

1号
回
11回

に
つ

き
2円

|

合
計

〃
     

第
2号

1円

備
 

考
                              

ヽ

1 
所

属
長

と
は

、
本

庁
に

あ
つ

て
は
課

長
、
麻

に
あ
つ

て
は
癖

長
を
い

う
。

2
 
直

接
監
督

者
と
は

、
本

青
1に

あ
つ

て
は
係
長

ゝ
癖

に
あ

つ
て

は
癖

の
課

長
叉

は
係

長
を
い

う
。

3
 
所

属
長

は
、
必

要
に
応

じ
こ
の
様

式
に
所

要
//D事

項
を
加

え
又
は
縦

書
と
す

る
こ
と
が

で
き
る
。

円
支

給
額

デ
く澪」

中ＯＲ銀終

””り〇〇

様
式

第
5

結
核
患
者

看
護

業
務

従
事
職

員
特

殊
勤

務
実
績

簿

所
属

部
課

氏名

職名

備
間

時
務

勤
F徒 事者

F口

|

轟ぐ嗽麟虚「饉騨鯛　　皿０駅ヾ＃〓晨諄恥銀

一 一
一

―――十１１１
一

一
一

一
一

Ｔ
一 一

，

一
一

計
条

例
第

10条
第

2項
1日

に
つ

き
24円

|

規
則

第
3条

12円
円

備
考

1 
所

属
長

と
は

、
鳥

取
県

立
中
央

病
院

長
を

い
う
。

2 
直

接
監

督
者

と
は

、
鳥

取
県

立
中
央

病
院

め
主

任
看

護
婦

と
い

う
。

3 
所

属
長

は
、

必
要

に
応

じ
こ
の

様
沢
k所

要
の

事
項

を
加

え
、
叉

は
縦

書
と
す

る
こ
と
が

で
き

る
。

:1合
計



氏　名

～――」

鵬織一

―一

績
簿

業
務

従
事
職

員
特

殊
勤

務
実

月

細
菌
瞼
査

手
 

当
 

の
°

区
 

分
従

事
者

印

様
式
第

6
ｏ∝　申８ヽ終　轟　≪　鰈　麟　虚、口図朝

０鍼り〇〇

ｍｏ曖ヾ＃“晨晋

|

1日
に

つ
き

36円
|

備
考

1234

条
例

第
11条

第
2項

第
1号

18円
|

第
2号

所
属
長

と
は

、
本

庁
に

あ
つ

て
は
課

長
、
癖

に
あ
つ

て
は
癖
長

を
い

う
o

直
接

監
督

者
と
は

、
未

庁
に
あ
う

て
は
係
長

、
癖

に
あ
つ

て
は
解

の
課

長
叉
は
係
号

を
い

う
。

手
当
の

区
分

と
は

、
条

例
第

11条
第

2項
各

号
の

区
分

を
い

う
。

所
属

長
は
、
必
要

に
応

じ
こ
の
様

式
に
所
要

の
事

項
を
加

え
、
又

は
縦

書
と
す

る
こ

と
が

で
き
る
。

へご」

オЪ

中８ミ熙　轟　ぐ　駄　麟′．虚．　饉騨翻　　鷹０駅守貯〓晨習　卜ａ

中∞０００　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‐

様
式
第

7燿
|1所

属
長

印
1零

'組

攣
舶

名
 1航

海
勤
務
場
所

|     |      | _____三
二
L_二

_二
_[_____襲

二
|     |      |      |   

・

|

条
例

第
15条

第
3項

箸
 

号
 |

条
例

第
15条

第
5項

日
1 1日

に
つ

き
合

計

備１　２　３　４

考所
属

長
と
は

、
本

庁
に

あ
つ

て
は
課

長
ゝ
解

に
あ

つ
て

は
解

長
を
い

う
。

航
海

手
当

の
区

分
と
は

、 ｀
条

例
第

15条
第

3項
各

号
の

区
分

と
い

う
。

漁
獲

手
当
支
給

額
と
は

、
条
例

第
15条

第
5項

の
規

定
に

よ
る
支
給

額
を
い

う
。   

‐

、所
属

長
は
必
要

に
応

じ
、

こ
の
様

式
に
所

要
の

事
項

を
加

え
、
又
は
縦
書

と
す

る
こ
と
が

で
き
る
。



様
式

第
8

)       
´

教
育
職

員
特
殊
勤
務

(添
育
J)実

績
簿

所
 
属

学
校

名

職名

1 
進

 1学
校
長
印

従
デ
者
引

備
通

添

支
給

額
円

通
1件

に
つ

き
 20円

計
条

例
第

16条
第

3項

∞∝　申８Ｎ終　轟　ぐ　嗽　麟　虚、回騨ぐ

詞崎ゆ〇〇　　　　　　・

ｍＯ曖寸辟〓黒習

考
備　１

添
削

通
数

と
は

、
通

言

学
校

長
は
必

要
に

応
じ

l通
の

添
削

に
つ

き
1通

の
割

合
に

よ
る

も
の

と
す

る
。

こ
の
様

式
に
所

要
ク
)事

項
を
加

え
、
又

は
縦
書

と
す

る
こ

と
が

で
き
る
。

ヽメ」

、４一ル

づこ．

「こでイ

様
式

第
9

教
育
職

員
特

殊
勤
務

(面
接

指
導

乗
務
)実

績
簿

所
 

属

学
校

名

氏名

小８ミ繊

叙ｍりｏｏ

勤
務

の
区

分

条
例

第
16条

第
5項

時
間
1 1時

間
に
つ

き
  50円

第
顕

第
1号

時
間
| 

ク
50円

ク
 

第
2号

時
間
| 

ク
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